2011年1月12日

KTCC世話人・顧問・運営委員 各位

第21回 Kyoto T Cell Conference (KTCC) First Circular

新年おめでとうございます。本年のKTCCのお世話をさせていただく高浜です。何卒よろしくお願い申し上げます。昨年にお知らせしておりますように、今年のKTCCは6月10日（金）と11日（土）に平安会館にて開催の予定です。
　日時：2011年6月10日(金)午後1時頃から6月11日(土)午後5時頃まで

　場所：平安会館（〒602-0912 京都市上京区烏丸上長者町上ル 電話075-432-6181）
今年も活発な議論のKTCCにできればと存じます。　次ページの参加申し込み用紙に演題名、参加者等をご記入のうえ、3月25日までに下記事務局までお送り下さい。抄録用紙等は後日Second Circularとしてお送りいたします。

また、添付のとおり、桂義元先生から、発足20年を経たKTCCの今後の運営について提案をいただいております。そこで今年の集会では、今後のKTCC運営について話し合うセッションを企画してはどうかと考えております。また、事前に皆様の意見を募って、抄録集に掲載したく思います。詳細はSecond Circularにてご相談申し上げたく存じます。

以上よろしくお願い申し上げます。
第21回KTCC集会長　高浜洋介

[連絡先]
第21回 Kyoto T Cell Conference 集会事務局

徳島大学疾患ゲノム研究センター 高浜洋介

〒770-8503 徳島市蔵本町3-18-15

TEL 088-633-9452

FAX 088-633-9453

E-mail takahama@genome.tokushima-u.ac.jp

第21回KTCC参加申し込み用紙
1． 演題名（発表者名、所属も）

　１）

　２）

２．申込者　　　氏名
　　　　　　　　所属

　　　　　　　　電話番号

　　　　　　　　FAX番号

　　　　　　　　電子メール
３．貴グループからの参加予定者氏名（ポジション、電子メールアドレスも）

４．懇親会（１０日夕方）への参加予定者数　　　         名
５．桂義元先生からの下記ご提案をもとに今後のKTCC運営について話し合うセッションを企画してはどうかと存じます。本件についてご意見を頂けますれば幸いです

締め切り3月２５日、本ファイルに加筆のうえメール添付にて下記事務局宛に送付お願い申し上げます

第21回 Kyoto T Cell Conference学術集会事務局

徳島大学疾患ゲノム研究センター　高浜洋介

〒770-8503　徳島市蔵本町3-18-15

TEL: 088-633-9452

FAX: 088-633-9453

E-mail: takahama@genome.tokushima-u.ac.jp
KTCC：次の10年を考える

KTCCの発足から20年になる。一つの区切りの時期でもあり、会の運営などについていくつか意見も出始めている。前回の会合で、今後の展望について発言したので、責任上何か書かなければならなくなった。少し後悔もしているが。

実は10年ほど前にも、展望と運営について話し合っている。このときは、発足以来ほとんど私が主導してきたこの研究会の運営を、次世代を担う人達に分担してほしいということがベースにあって、意見を求めたのであった。今日の体制に移行したのは、このときの議論に基づいたものであったと思う。討論の記録はないが、文書として出された意見は第9回の抄録集に出ている。KTCC設立の趣旨（第2回抄録集の末尾にある第1回集会の巻頭言）とともに、もう一度目を通していただきたい。

KTCCは、一言で言えばT細胞分化とそれに関連する研究を推進することを目標として設立したものである。より具体的には、T cell progenitor とはどんなものか、またそれを分化させるthymic environment の実態は何かを明らかにすることが主な目標であった。ただし、研究テーマはこれに限定したのではなく、関連分野も含めて共に発展することを目指していた。そのほかに、少しオーバーに言えば、欧米に主導権を取られることなく主体的に研究を行なう環境をつくることもあった。そのような環境なくしては、新しい方向を模索する、あるいはパラダイムを変えるような研究をやり遂げることは困難だからである。

この20年間を振り返ってみれば、KTCCがサポートした研究の成果は決して小さくはない。T cell progenitor の実体を明らかのすることが出来たし、environment についても、Notch-Deltaの関与は外国に先んじられたが、多くの成果があがった。また、更なる研究の進展も見込まれている。欧米に従属的でない力を保つという点でも成功していると思う。独立的であるためには、諸外国の研究者と良い関係を持つ必要がある。そのためには、当時は外国の学会に多く出向くとか、外国の有力な学者を招くなどが不可欠であった。その状況はいまだに解消されているとは言いがたいのであるが、独自の道を進むことを指向したKTCCは、今やGlobal Thymus Network （2005年）へと発展して、特に招待するまでもなく多数の外国の研究者が出席するようになった。これは理想的な様式であろう。

KTCCは、T 細胞分化にとどまらず、T細胞あるいは免疫学の研究全般に対しても貢献したと言うこともできよう。ただし、免疫学全般への貢献をKTCCの成果とすることは差し控えたい。それは主に免疫学会の努力に負うものだからである。

免疫学会との関連では少し負の面もある。たとえば、免疫学会では若い人に口頭発表のチャンスが少ないので、KTCCはその場を提供していると言われることが、ままある。それが無駄なこととは思はないし、それでよいという意見もあるだろう。しかし、これを成果の一つに挙げるようでは、免疫学会の補完的な役割に堕した感が否めない。KTCC設立の目的はそのようなものではなかったはずである。昨年のKTCCで、私が「このまま進んでもKTCCは一定の役には立つでしょうが、―――」と発言したのは、そのような意味も少し含めていたのである。

これからの10年間で、どのようにすれば新たな発展が可能となるか、と問いたいのであるが、これは10年ごとに考えるなどという問題ではない。常に考えて進むべきことである。しかし、かく言う私もよいアイデアがあるわけではない。

議論すべきことは、まず理念なり将来像についてである。その過程で、現体制の改組の問題も浮上してくると思う。現在の会則では指導部は任期が決められていないので、何らかの改訂を要するであろうが、人数が少ないKTCCで大きな学会と同じような方式を採用するのはそぐわないだろう。次の10年の目標と、それを実現させる方策としての運営方式が、運営委員（世話人を含む）の総力を注いで議論されるものと期待している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010.12.15　　　　桂　義元
